
議案第５１号

令和元年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計

補正予算（第 1 号）

第１条 元号を改める政令（平成３１年政令第１４３号）の施行に伴い、施行日以降は、

「平成３１年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算」の名称を、「令和元年度篠栗

町流域関連公共下水道事業会計予算」とし、予算書における年度表記については、「平

成３１年度」を「令和元年度」と読み替えるものとし、「平成３２年度」以降も同様とす

る。

令和元年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算は、次に定めるところによる。

第２条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

 支 出

（ 科 目 ） （既決予定額） （補正予定額） （ 計 ）

第１款 下水道事業費用 873,970 千円 299 千円 873,671 千円

 第１項 営業費用 747,541 千円 299 千円 747,242 千円

  令和元年６月６日提出

                          篠栗町長  三 浦  正
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（単位：千円）

1 873,970 △ 299 873,671

1 営業費用 747,541 △ 299 747,242

1 管渠費 305,310 △ 302 305,008

3 総係費 22,089 3 22,092

令和元年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算実施計画

収    益    的    収    入   及   び   支   出

既決予定額

支      　　  出

款 項 目 補正予定額 計

下水道事業
費用
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Ⅰ 業務活動によるキャッシュフロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却費

貸倒損失

賞与引当金の増加額

貸倒引当金の増加額

その他引当金の増加額

長期前受金の戻入額

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱費

営業及び営業外未収金減少額

たな卸資産の減少額

営業及び営業外未払金・未払費用の減少額

その他流動負債の増加

その他流動資産の減少

小計

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱諸費

業務活動によるキャッシュフロー ①

Ⅱ 投資活動によるキャッシュフロー

有形固定資産の取得による支出

無形固定資産の取得による支出

受益者負担金による収入

投資活動によるキャッシュフロー ②

Ⅲ 財務活動によるキャッシュフロー

企業債による収入

企業債の償還による支出

企業債の償還に充てるための他会計負担金による収入

財務活動によるキャッシュフロー ③

Ⅳ 現金預金の増加額　　④ = ① + ② + ③

Ⅴ 現金預金の期首残高

Ⅵ 現金預金の期末残高

令和元年度篠栗町流域関連公共下水道事業予定キャッシュフロー計算書

△ 1

（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）

（単位：千円）

22,784

406,962

13,179

0

62

0

△ 284,405

748

△ 99,912

111,329

7,605

0

△ 587

277,676

1

△ 111,329

166,348

△ 63,735

0

0

△ 36,278

101

285,800

116,500

△ 59,673

6,763

194,947

201,710

△ 461,973
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流域関連公共下水道事業会計

節
（千円） （千円） （千円） （千円）

01 下水道事業費用 873,970 △ 299 873,671

 01 営業費用 747,541 △ 299 747,242

01 管渠費 305,310 △ 302 305,008

002 手当 △ 232 扶養手当 △ 180

地域手当 △ 10

期末手当 △ 42

007 法定福利費 △ 70 職員共済組合負担金 △ 70

03 総係費 22,089 3 22,092

007 法定福利費 3 職員共済組合負担金 3

款･項 目
既　決
予定額

補　正
予定額

計

令和元年度 補正予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

明　　　細
金　額 説　　明 金　額
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